
医療+観光地域に活力
含敷 成人病 セ ンタ ー (倉敷市 自楽 町 )

と地域商 社・ せ とのわ (岡山市北 区本 町 )

な どは、 医療 と観光 を組 み合 わせ た「 医

療 ツー リズ ム」 に乗 り出す。支 援 ロボ ッ

卜を活用 した最先端の婦人科手術を強み

にイ ンバ ウン ド (訪 日客)を取 り込み、

地域の活力向上 につなげる。
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